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は
じ
め
に

魏
の
武
王
こ
と
曹
操
は
自
身
の
埋
葬
を
簡
素
に
済
ま
せ
る
よ
う
遺

言
し
た
。
曹
操
の
子
で
あ
り
魏
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
文
帝
曹
丕
は
こ

う
し
た
薄
葬
の
考
え
を
発
展
さ
せ
た
。
三
国
鼎
立
の
形
勢
は
西
晋
に

よ
っ
て
統
一
を
み
た
が
、
西
晋
の
治
世
は
長
く
は
続
か
ず
、
天
下
は

ふ
た
た
び
分
断
し
た
。
そ
の
後
、
隋
に
至
り
天
下
が
再
び
統
一
を
み

る
間
、
北
周
に
お
い
て
は
統
治
者
層
が
薄
葬
に
つ
い
て
た
び
た
び
言

及
し
て
お
り
、
厚
葬
の
風
が
再
燃
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
以

上
が
史
書
か
ら
み
え
て
く
る
魏
晋
南
北
朝
の
墓
制
の
一
理
解
で
あ

る
。
一
方
、
当
該
時
期
の
古
墓
の
発
掘
事
例
が
増
加
し
た
こ
と
で
、

考
古
学
的
に
薄
葬
と
厚
葬
の
実
態
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
き
た
。
以
下
で
は
特
に
皇
帝
陵
を
中
心
に
、
当
該
時
期
の
埋
葬
制

度
に
つ
い
て
整
理
を
試
み
た
い
。

一　

曹
操
高
陵

（
一
）
西
高
穴
二
号
墓
か
ら
曹
操
高
陵
へ

　

二
〇
〇
八
年
か
ら
〇
九
年
に
か
け
て
、
河
南
省
安
陽
市
西
高
穴
村

に
お
い
て
隣
接
す
る
二
基
の
古
墓
が
発
掘
さ
れ
、
西
高
穴
一
号
墓
、

二
号
墓
と
命
名
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
発
掘
報
告
書

『
曹
操
高
陵
』
で
は
、
二
十
二
の
根
拠
を
示
し
な
が
ら
こ
の
二
基
の

う
ち
の
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ
る
と
説
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

二
十
二
項
目
の
殆
ど
は
、
漢
魏
の
墓
に
普
遍
的
な
要
素
を
述
べ
て
い
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る
だ
け
か
、あ
る
い
は
傍
証
の
域
を
出
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
問
題
点
の
す
べ
て
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
余
裕
は
な
い
が
、
発

掘
報
告
書
の
活
用
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
批
判
的
に
読
み
解
く
姿
勢
も

ま
た
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
あ
ら
た
め

て
同
墓
の
被
葬
者
を
考
え
て
み
た
い
。

副
葬
品
か
ら
み
る
埋
葬
時
期
と
等
級　

西
高
穴
二
号
墓
は
盗
掘
に

あ
っ
て
い
た
も
の
の
、
千
件
近
い
遺
物
が
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
、

白
玉
製
の
觿け
い

は
、
一
七
四
年
に
薨
去
し
た
中
山
穆
王
劉
暢
墓
と
比
較

す
る
と
、
材
質
の
う
え
で
の
粗
悪
化
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
湾
曲
の

ぎ
こ
ち
な
さ
や
透
彫
り
の
単
純
化
等
に
形
骸
化
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
、
劉
暢
墓
よ
り
も
後
出
す
る
と
み
な
さ
れ
る
（
図
一
）。
四
耳
罐�

は
、
三
国
時
代
に
通
有
の
、
胴
部
が
丸
く
小
さ
な
耳
が
つ
く
も
の
で

あ
っ
た
（
図
二
）。
陶
耳
杯
は
、
実
見
に
よ
れ
ば
口
縁
部
が
水
平
に

め
ぐ
る
も
の
と
小
口
側
が
わ
ず
か
に
反
り
上
が
る
も
の
と
が
あ
っ

た
。
耳
杯
の
口
縁
部
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
平
坦
な
も
の
か
ら

小
口
面
が
反
り
上
が
る
形
態
へ
と
推
移
す
る
。
曹
植
墓
（
二
三
二
年

薨
）
出
土
の
耳
杯
は
す
で
に
小
口
側
の
反
り
上
が
り
が
明
瞭
に
な
っ

て
い
る
。
西
高
穴
二
号
墓
出
土
の
耳
杯
は
そ
の
前
段
階
に
位
置
づ
け

得
る
。
こ
う
し
た
個
々
の
副
葬
品
の
特
徴
か
ら
、
同
墓
の
年
代
は
お

お
む
ね
漢
末
か
ら
魏
初
に
属
す
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
陶
鼎
が
複
数

個
体
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
漢
以
降
に
お
い
て
は
王
侯
級
の

墓
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
同
墓
の
等
級
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

こ
の
陶
鼎
に
つ
い
て
は
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
後
述
す
る
。

図１　觿

上：劉暢墓出土
下：曹操高陵出土

図２　白磁四耳罐
（曹操高陵出土）
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墓
室
構
造
か
ら
み
る
墓
の
時
代
と
等
級　

西
高
穴
二
号
墓
は
、
漢
末

魏
初
の
墓
と
し
て
は
大
型
の
一
群
に
属
す
。
漢
末
の
皇
族
墓
で
あ
る

劉
暢
墓
は
平
面
図
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
先
行
す
る
王

墓
と
比
較
す
る
と
、
前
室
（
前
堂
）
や
回
廊
が
省
略
さ
れ
て
い
く
過

程
、
そ
し
て
各
室
が
長
方
形
プ
ラ
ン
か
ら
方
形
プ
ラ
ン
へ
と
移
行
す

る
流
れ
が
看
取
さ
れ
る
（
図
三
）。
そ
う
し
て
み
た
と
き
に
、
西
高

穴
二
号
墓
は
漢
代
王
墓
の
系
譜
上
に
の
る
構
造
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。
ま
た
壁
は
磚
積
み
と
し
つ
つ
床
面
を
石
敷
き
と
す
る
点
は
、
漢

魏
に
あ
っ
て
は
上
流
層
に
限
る
工
法
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
墓
は
副
葬
品
と
墓
室
構
造
か
ら
漢
末
魏
初
の

王
墓
に
相
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
河
南
省
安
陽
市
一
帯
は
、
当
時

は
魏
国
の
範
囲
で
あ
り
、
よ
っ
て
被
葬
者
は
魏
王
の
地
位
に
あ
っ
た

者
が
有
力
候
補
と
な
る
。
後
漢
の
魏
王
は
曹
操
と
息
子
の
曹
丕
の
二

人
で
あ
る
。
曹
丕
は
『
三
国
志
』
魏
書
・
文
帝
紀
に
よ
る
と
首
陽
山

に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。
首
陽
山
は『
後
漢
書
』巻
六
・
順
帝
紀
注
に「
首

陽
山
在
洛
陽
東
北
也
」
と
し
、
魏
晋
期
の
帝
陵
が
み
つ
か
っ
て
い
る

偃
師
市
の
郊
外
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
西
高
穴
二
号
墓
の

被
葬
者
の
最
有
力
候
補
は
曹
操
と
な
る
。

古
記
録
類
か
ら
み
る
西
高
穴
二
号
墓
の
位
置　

西
高
穴
二
号
墓
の

北
西
部
で
出
土
し
た
と
い
う
五
胡
十
六
国
時
期
の
建
武
十
一
年

（
三
四
五
）
銘
の
魯
潜
墓
誌
に
は
次
の
一
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

　

�

墓
在
高
决
橋
陌
西
行
一
千
四
百
廿
歩
、
南
下
去
陌
一
百
七
十

図３　後漢の諸侯王墓と曹操高陵
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歩
、
故
魏
武
帝
陵
西
北
角
西
行
四
十
三
歩
、
北
廻
至
墓
明
堂

二
百
五
十
歩
。（（
魯
潜
の
）
墓
は
高
决
橋
の
西
一
四
二
〇

歩
、
南
一
七
〇
歩
に
あ
り
。
故
魏
武
帝
陵
の
西
北
角
か
ら
西
に

四
十
三
歩
、
北
に
二
五
〇
歩
。）

西
高
穴
二
号
墓
は
、
こ
こ
に
記
す
魏
武
帝
陵
の
位
置
と
お
お
む
ね
合

致
す
る
。
ま
た
、『
元
和
郡
県
図
志
』（
九
世
紀
・
李
吉
甫
著
）
巻

十
六
の
鄴
県
条
に
は

　

�

西
門
豹
祠
、
在
県
西
十
五
里
。
魏
武
帝
西
陵
、
在
県
西
三
十
里
。

（
西
門
豹
祠
は
鄴
県
の
西
十
五
里
（
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
魏
武

帝
西
陵
は
県
の
西
三
十
里
（
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。）

と
あ
り
、
こ
の
記
述
と
西
高
穴
二
号
墓
の
位
置
関
係
も
お
お
む
ね
符

合
す
る
（
図
四
）。
以
上
の
諸
点
か
ら
、
西
高
穴
村
近
郊
で
同
程
度

か
そ
れ
以
上
の
規
模
と
副
葬
品
の
墓
が
今
後
み
つ
か
ら
な
い
か
ぎ

り
、
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ
る
と
み
な
し
得
る
。

出
土
文
字
資
料　

西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ
る
こ
と
の
補
強

材
料
と
な
る
の
が
、
同
墓
か
ら
出
土
し
た
石
牌
で
あ
る
。
石
牌
は
形

態
か
ら
尖
頂
式
と
平
頂
式
の
二
種
に
分
類
で
き
る
。
い
ず
れ
も
副
葬

品
目
を
刻
字
し
た
も
の
で
あ
る
が
、尖
頂
式
の
刻
字
は
い
ず
れ
も「
魏

武
王
」
で
は
じ
ま
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
示
し
た
の
は
「
魏

武
王
常
所
用
挌
虎
大
戟
」
と
刻
む
一
枚
で
あ
る
（
図
五
）。
そ
の
ほ

図 4　曹操高陵の位置概略図

図 5　尖頂式石牌
（西高穴二号墓出土）
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か
の
魏
武
王
銘
石
牌
も
「
魏
武
王
常
所
用
」
ま
で
は
共
通
し
、
こ
れ

に
続
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
武
器
の
名
を
刻
ん
で
い
る
。
さ
て
、
こ
の
魏

武
王
に
つ
い
て
、『
三
国
志
』
魏
書
・
武
帝
紀
に
よ
る
と
、
曹
操
は

二
二
〇
年
正
月
に
亡
く
な
り
同
年
二
月
に
魏
武
王
と
し
て
葬
ら
れ
て

お
り
、
石
牌
の
表
記
と
史
書
の
記
述
と
は
矛
盾
し
な
い
。
と
は
い
え

次
の
よ
う
な
疑
念
も
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
石
牌
は
魏
武
王

で
あ
る
曹
操
が
愛
用
の
武
器
を
臣
下
某
に
贈
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
、
よ
っ
て
西
高
穴
二
号
墓
の
墓
主
は
曹
操
で
は
な
い
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
尖
頂

式
の
石
牌
に
の
み
「
魏
武
王
」
と
刻
む
の
は
、
こ
れ
が
当
時
の
墓
碑

の
形
と
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
本
品
が
生
前
の
道
具
で
は
な
く
埋
葬

儀
礼
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
次
に
、
仮
に
こ
の
石
牌

が
臣
下
某
の
所
有
を
示
し
、
そ
の
者
の
埋
葬
に
伴
い
製
作
さ
れ
た
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
石
牌
の
文
言
に
は
魏
武
王
と
の
上
下
関
係
を
示

す
「
御
」
や
「
賜
」
な
ど
が
使
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え

ば
『
三
国
志
』
呉
書
・
周
泰
伝
に
引
く
江
表
伝
に
、「
即
敕
以
己
常

所
用
御
幘
青
縑
蓋
賜
之
」
と
あ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
よ
っ
て
石
牌

の
魏
武
王
銘
は
、
そ
れ
が
出
土
し
た
墓
の
墓
主
を
指
し
、
そ
の
墓
に

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
石
牌
の
魏
武
王
は
、
西
高
穴

二
号
墓
の
被
葬
者
を
指
し
て
い
る
と
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
曹
操
高
陵
に
の
こ
さ
れ
た
課
題

鼎
の
出
土
数　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高

陵
で
あ
る
こ
と
は
、
公
開
さ
れ
た
墓
室
図
面
と
出
土
遺
物
、
な
ら
び

に
古
記
録
と
の
照
合
や
出
土
文
字
資
料
等
か
ら
最
も
蓋
然
性
が
高
い

結
論
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、発
掘
報
告
書
『
曹
操
高
陵
』
の
個
々

の
見
解
に
つ
い
て
は
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
鼎
の
出

土
数
で
あ
る
。

発
掘
報
告
書
『
曹
操
高
陵
』
は
、
曹
操
高
陵
か
ら
出
土
し
た
陶
鼎

の
数
は
十
二
口
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
十
二
と
い
う
数
字
は
重
要
な

意
味
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
の
大
喪
条
に

お
い
て
、
納
め
る
べ
き
瓦
鼎
の
数
を
十
二
口
と
定
め
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
瓦
鼎
十
二
口
は
皇
帝
級
の
埋
葬
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
。
曹
操
は
、
埋
葬
時
点
に
お
い
て
は
漢
の
魏
の
国
王
す
な
わ
ち
魏

武
王
で
あ
っ
た
が
、
息
子
の
曹
丕
が
禅
譲
に
よ
っ
て
漢
王
朝
か
ら
皇

位
を
引
き
継
ぐ
と
、
曹
操
は
武
皇
帝
に
追
尊
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
、『
曹
操
高
陵
』
は
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操

高
陵
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
出
土
し
た
陶
鼎
の
数

が
十
二
口
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は

こ
の
鼎
の
数
に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
な
立
場
で
あ
る
。

本
来
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
破
片
資
料
か
ら
個
体
数
を

算
出
す
る
場
合
、
容
器
で
あ
れ
ば
口
縁
部
の
破
片
が
全
体
の
二
分
の

一
以
上
残
っ
て
い
る
破
片
に
よ
っ
て
最
少
個
体
数
を
認
定
す
る
。
陶

鼎
の
場
合
は
、
口
縁
部
以
外
に
も
把
手
や
脚
部
の
数
に
よ
っ
て
最
少

個
体
数
を
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
八
年

一
二
月
に
河
南
省
考
古
研
究
院
に
お
い
て
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
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あ
っ
た
が
陶
鼎
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と

は
、
石
膏
復
元
の
範
囲
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
こ
と
に
加
え
、
ほ
ぼ

石
膏
で
作
ら
れ
た
胴
部
に
、
実
物
の
把
手
や
脚
を
接
合
し
て
い
る
例

な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
場
合
、
そ
の
一
個
体

に
組
み
込
ま
れ
た
把
手
と
脚
と
が
本
来
の
同
一
性
を
保
持
し
て
い
る

か
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
把
手
は
十
七
個
、
脚
は

二
十
七
個
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
鼎
の
最
少
個
体
数

は
九
口
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
接
合
不
能
の
資
料
が
収
蔵
庫
内
に
保
管

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
盗
掘
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
た

墓
室
の
中
で
、
検
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
破
片
が
存
在
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
発
掘
調
査
で
す
べ
て
の
破
片
が
遺
存
し
、
か
つ
整
理
作
業

に
お
い
て
す
べ
て
の
破
片
が
接
合
で
き
る
事
例
は
む
し
ろ
稀
少
で

あ
っ
て
、
報
告
書
が
示
す
通
り
、
陶
鼎
の
総
数
が
十
二
口
で
あ
る
可

能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
考
古
学
的
な

手
順
を
踏
む
限
り
、
発
掘
報
告
書
は
最
少
個
体
数
九
口
、
あ
る
い
は

九
口
以
上
と
し
て
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
十
二
口
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
十
二
口
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
な
る
検
出
状
況
の

図
や
、
そ
う
で
な
く
と
も
十
二
口
す
べ
て
の
写
真
を
掲
載
し
追
検
証

の
た
め
の
デ
ー
タ
を
開
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
報
告
書
で
は

検
出
状
況
が
示
さ
れ
ず
、
実
測
図
は
復
元
後
の
作
図
に
な
る
十
二
口

を
掲
載
す
る
も
の
の
、
写
真
は
六
口
の
み
で
あ
っ
た
。
陶
鼎
の
副
葬

数
な
い
し
は
出
土
数
と
、
復
元
数
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
十
二
口
と
い
う
数
は
史
書
の
記
載

に
基
づ
く
想
定
復
元
に
過
ぎ
ず
、
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ

る
こ
と
の
一
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
と
は
い
え
、
当
該
時
期
に
お

い
て
は
鼎
の
多
数
副
葬
そ
れ
自
体
が
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
。
陶
鼎
が

九
口
以
上
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
墓
主
等
級
の
一
定
の
高
さ
を

示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

（
三
）
曹
操
の
遺
言
と
曹
操
高
陵

曹
操
高
陵
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
こ
に
曹
操

の
遺
令
が
実
行
に
う
つ
さ
れ
た
の
か
否
か
の
検
証
が
可
能
と
な
っ

た
。
曹
操
は
、
自
身
の
葬
儀
を
簡
素
に
す
る
よ
う
二
度
に
わ
た
り
命

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
墓
の
造
営
に
つ
い
て
命
じ
た
建
安
二
三
年

（
二
一
八
）
六
月
の
布
令
に
は

　

�

古
之
葬
者
，必
居
瘠
薄
之
地
。
其
規
西
門
豹
祠
西
原
上
為
壽
陵
，

因
高
爲
基
，
不
封
不
樹
。
周
禮
冢
人
掌
公
墓
之
地
，
凡
諸
侯
居

左
右
以
前
，
卿
大
夫
居
後
，
漢
制
亦
謂
之
陪
陵
。
其
公
卿
大
臣

列
將
有
功
者
，
宜
陪
壽
陵
，
其
廣
爲
兆
域
，
使
足
相
容
。（
古

代
に
あ
っ
て
は
、
葬
地
は
必
ず
痩
せ
た
土
地
を
選
ん
だ
。
そ
こ

で
西
門
豹
祠
の
西
の
原
を
そ
の
場
所
と
し
て
寿
陵
を
い
と
な

み
、
土
地
の
高
ま
り
を
も
っ
て
基
台
と
し
、
不
封
不
樹
と
す
る
。

『
周
礼
』
に
は
、
冢
人
が
墓
地
を
掌
り
、
お
お
よ
そ
諸
侯
の
墓

は
前
方
左
右
、
卿
・
大
夫
の
墓
は
後
方
に
置
い
た
と
あ
る
。
漢

の
制
度
で
は
こ
れ
を
陪
陵
と
い
う
。
公
卿
大
臣
な
ら
び
に
将
軍
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の
う
ち
功
あ
る
者
は
寿
陵
に
陪
葬
す
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て

そ
れ
に
足
る
広
さ
を
兆
域
（
墓
域
）
と
せ
よ
。）

と
あ
り
、「
瘠せ
き
は
く薄
之
地
」
つ
ま
り
農
業
生
産
や
水
利
事
業
あ
る
い
は

居
住
の
域
と
干
渉
し
な
い
土
地
に
寿
陵
を
営
む
よ
う
指
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
筆
者
は
曹
操
高
陵
一
帯
の
漢
末
に
お
け
る
生
産
性
に
つ

い
て
は
検
証
材
料
を
持
ち
得
て
い
な
い
が
、
こ
の
た
び
確
認
さ
れ
た

曹
操
高
陵
の
位
置
は
た
し
か
に
西
門
豹
祠
の
西
方
で
あ
る
こ
と
を
ふ

ま
え
る
と
、
陵
の
選
地
は
曹
操
の
意
向
通
り
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
そ
し
て
曹
操
は
こ
の
発
令
よ
り
約
一
年
半
後
の
建
安
二
五
年

（
二
二
〇
）
春
正
月
二
三
日
に
洛
陽
で
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
そ
の
遺

令
で
は

　

�

天
下
尚
未
安
定
，
未
得
遵
古
也
。
葬
畢
，
皆
除
服
。
其
將
兵
屯

戍
者
，
皆
不
得
離
屯
部
。
有
司
各
率
乃
職
。
斂
以
時
服
，
無
藏

金
玉
珍
寶
。（
天
下
は
い
ま
だ
安
定
し
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
い

に
し
え
に
し
た
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
葬
儀
が
お
わ
れ
ば
み

な
服
喪
を
と
く
よ
う
に
。
将
兵
の
駐
屯
す
る
も
の
は
み
な
持
ち

場
を
離
れ
ぬ
よ
う
に
。
官
吏
は
お
の
お
の
職
務
を
遂
行
せ
よ
。

埋
葬
に
際
し
て
は
時
服
と
し
、
ま
た
、
金
玉
珍
宝
を
副
葬
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
。）

と
命
じ
た
。
遺
令
の
前
段
部
分
は
考
古
学
的
な
検
証
に
は
適
さ
な
い

が
、
後
段
部
分
は
そ
の
余
地
が
あ
る
。
ま
ず
、
時
服
を
着
せ
よ
と
い

う
の
は
、
特
別
な
死
装
束
を
あ
つ
ら
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
金
玉
珍
宝
を
お
さ
め
る
な
と
い
う
の
は
、
後
漢
時
代
の
諸

侯
王
墓
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
金
粒
細
工
を
施
し
た
豪
奢
な
金
製
品
な

ど
を
副
葬
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
発
掘
さ
れ
た
後

漢
の
王
侯
墓
が
示
す
よ
う
に
、
王
で
あ
れ
ば
玉
衣
を
ま
と
い
、
金
玉

珍
宝
を
副
葬
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。
曹
操
は
こ
う
し
た
制
度

を
否
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

遺
令
と
出
土
資
料　

曹
操
高
陵
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
玉
衣
に
つ
い

て
は
そ
の
断
片
す
ら
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
後
漢
の
王
級
墓

と
し
て
は
き
わ
め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
る
。
漢
墓
の
発
掘
に
お
い
て

は
、
た
と
え
激
し
い
盗
掘
に
あ
っ
て
い
た
と
し
て
も
玉
衣
が
用
い
ら

れ
て
い
た
場
合
は
断
片
だ
け
で
も
検
出
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
痕
跡
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
曹
操
は
埋
葬

に
際
し
て
玉
衣
を
着
な
か
っ
た
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。

金
玉
珍
宝
の
類
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
容
易
に
盗
掘
の

対
象
と
な
る
た
め
、
盗
掘
を
う
け
た
曹
操
高
陵
に
あ
っ
て
は
副
葬
当

時
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
手
立
て
は
な
い
が
、
辛
う
じ
て
瑪
瑙

円
盤
や
白
玉
製
の
觿
、
玉
璧
片
な
ど
は
金
玉
珍
宝
の
類
と
い
え
な
く

も
な
い
。
し
か
し
前
二
者
は
後
漢
の
諸
侯
王
墓
の
副
葬
品
に
比
べ
れ

ば
は
る
か
に
控
え
め
で
あ
り
、玉
璧
も
復
元
径
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
小
ぶ
り
で
あ
る
。

画
像
石　

曹
操
高
陵
か
ら
は
多
く
の
画
像
石
が
破
片
と
な
っ
て
出
土
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し
た（
図
六
）。
元
来
、画
像
石
は
墓
壁
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

曹
操
高
陵
の
墓
壁
は
す
べ
て
磚
積
み
で
、
画
像
石
の
入
り
込
む
余
地

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
七
）。
ま
た
、
画
像
石
の
一
部
は
装
飾

面
に
荒
加
工
を
重
ね
て
画
面
を
消
し
、床
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
後
漢
時
代
の
後
半
以
降
、
河
南
省
や
山

東
省
な
ど
で
石
材
と
し
て
画
像
石
を
再
利
用
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
曹
操
高
陵
に
お
い
て
も
、
砕
石
場
か
ら
新
た
に
切

り
出
し
た
新
材
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
手
近
な
土
地
の
画
像
石
を

転
用
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
曹
操
高
陵
が
築
か
れ
た
河
南
省
安
陽
市

一
帯
は
、
画
像
石
墓
が
希
薄
な
地
域
で
あ
っ
た
。
曹
操
高
陵
に
用
い

ら
れ
た
画
像
石
は
、
図
像
を
み
る
か
ぎ
り
山
東
方
面
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
（
図
八
）。

（
四
）
厚
葬
か
ら
薄
葬
へ

曹
操
高
陵
の
墓
室
規
模
は
、
同
時
期
の
墓
と
比
較
し
た
と
き
必
ず

し
も
小
さ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
規
模
だ
け
で
い
え
ば
薄
葬
が

お
こ
な
わ
れ
た
と
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
玉
衣

の
不
使
用
や
奢
侈
品
副
葬
の
制
限
、
石
材
の
再
利
用
な
ど
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
ら
は
薄
葬
の
一
環
と
も
み
な
し
得
る
。
特
に
注
目
す
べ
き

は
玉
衣
の
不
使
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
の
秩
序
か
ら
逸
脱
し
た
行
為

で
あ
る
。
曹
操
は
み
ず
か
ら
の
地
位
を
利
用
し
、
み
ず
か
ら
の
葬
儀

を
契
機
と
し
て
政
策
の
転
換
を
図
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
か
く
し
て

曹
操
高
陵
は
墓
づ
く
り
の
手
間
暇
を
極
力
お
さ
え
た
も
の
と
な
っ
た

図 6　画像石
（曹操高陵出土）

図 7　曹操高陵 透視図
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の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
は
薄
葬
が
も
つ
現
実
的
な
狙
い
、

た
と
え
ば
緊
縮
財
政
政
策
と
し
て
の
側
面
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

曹
操
が
示
し
た
薄
葬
の
基
本
的
な
考
え
方
自
体
は
、
曹
操
の
創
意

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
曹
操
と
同
様
の
言
説
は
、『
漢
書
』
劉
向

伝
や
『
後
漢
書
』
梁
商
伝
・
王
符
伝
・
范
冉
伝
な
ど
に
も
み
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
薄
葬
は
当
時
の
知
識
人
の
一
思
潮

で
も
あ
り
、
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が

後
漢
の
末
年
に
至
り
、
曹
操
と
い
う
時
の
権
力
者
の
立
場
か
ら
薄
葬

が
指
示
さ
れ
た
こ
と
で
埋
葬
制
度
に
転
換
期
が
お
と
ず
れ
た
。
曹
操

の
薄
葬
志
向
は
彼
の
子
で
あ
り
魏
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
文
帝
曹
丕
に

引
き
継
が
れ
た
。
墓
制
と
い
う
一
側
面
な
が
ら
、
曹
操
高
陵
を
め
ぐ

る
考
古
学
的
知
見
か
ら
は
、
曹
操
及
び
続
く
魏
の
執
行
部
に
お
い
て
、

現
実
社
会
に
即
応
し
た
旧
態
の
刷
新
と
新
秩
序
の
構
築
が
な
さ
れ
た

こ
と
を
垣
間
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
筋
に
お
い
て
西
晋
王

朝
へ
と
継
承
さ
れ
、
晋
制
と
呼
ば
れ
る
西
晋
墓
制
の
基
盤
と
な
っ
た
。

二　

北
周
武
帝
孝
陵

（
一
）
概
要

西
晋
の
瓦
解
後
、
華
北
は
五
胡
十
六
国
と
称
さ
れ
る
諸
政
権
の
争

覇
の
時
代
を
経
て
北
魏
が
統
治
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
北
魏

も
六
世
紀
半
ば
に
東
魏
と
西
魏
に
分
裂
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
北
斉
と

北
周
が
成
立
し
た
。
こ
の
う
ち
、
北
周
政
権
下
の
有
力
者
の
墓
は
陝

西
省
咸
陽
市
や
西
安
市
、
そ
し
て
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
市
な
ど
で

み
つ
か
っ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
八
月
、
陝
西
省
咸
陽
市
底
張
鎮
陳

馬
村
の
東
南
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
一
基
の
墓
が
盗
掘
の

被
害
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
同
墓
は
北
周
武
帝
の

孝
陵
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
墓
主
特
定
の
最
大
の
決
め

手
は
、
出
土
し
た
墓
誌
で
あ
っ
た
。

図 8　山東東阿県鄧廟画像石墓
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ひ
と
つ
は
武
帝
孝
陵
墓
誌
で
あ
る
。誌
蓋
に
は
三
行
各
三
字
で「
大

周
高
祖
武
皇
帝
孝
陵
」
と
陽
刻
す
る
こ
と
か
ら
、
同
墓
が
北
周
武
帝

の
孝
陵
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
図
九
）。
同
年
一
二
月
一
日

に
は
地
元
の
咸
陽
市
文
化
局
が
民
間
に
流
出
し
て
い
た
武
帝
の
皇
后

阿
史
那
氏
の
墓
誌
を
回
収
し
た
。
誌
蓋
に
は
「
周
武
徳
皇
后
誌
銘
」

と
陽
刻
さ
れ
、
誌
石
に
は
「
大
隋
開
皇
二
年
歳
次
壬
寅
四
月
甲
戌
朔

廿
三
日
乙
（
甲
）
未
周
武
帝
皇
后
阿
史
那
氏
徂
諡
曰
武
徳
皇
后
其
月

廿
九
日
壬
寅
合
葬
於
孝
陵
」
と
陰
刻
さ
れ
、
孝
陵
に
皇
后
の
阿
史
那

氏
が
合
葬
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
図
一
〇
）。

墓
室
構
造　

武
帝
高
陵
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
多
く
の
北

周
墓
と
同
様
に
、
長
大
な
斜
坡
墓
道
を
そ
な
え
た
地
下
式
洞
室
墓

で
あ
っ
た
（
図
一
一
）。
斜
坡
墓
道
に
は
吹
き
抜
け
の
空
間
で
あ
る

「
天て
ん

井せ
い

」
を
ほ
ぼ
等
間
隔
で
五
カ
所
に
開
削
し
て
い
た
。
墓
室
に
近

い
ほ
う
の
二
つ
の
天
井
に
は
、
床
面
近
く
の
両
壁
に
龕
を
穿
ち
、
副

葬
品
を
納
め
て
い
た
。
墓
道
の
先
に
は
甬
道
が
あ
り
、
木
製
門
扉
を

一
枚
据
え
て
、
そ
の
奥
に
略
方
形
の
主
室
が
あ
り
、
そ
の
主
軸
に
並

行
し
て
二
体
分
の
埋
葬
痕
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
主
室
の
奥
に
は
副
葬

品
を
お
く
た
め
と
思
し
い
奥
室
を
穿
っ
て
い
た
。
墓
室
の
床
面
に
は

磚
を
敷
き
詰
め
て
い
た
。

副
葬
品　

盗
掘
に
遇
い
な
が
ら
も
残
さ
れ
て
い
た
副
葬
品
の
な
か
に

は
、
被
葬
者
の
実
像
に
迫
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が

「
天
元
皇
太
后
璽
」
と
陽
刻
し
た
金
璽
で
あ
る
。
天
元
は
北
周
武
帝
・

宇
文
邕
の
自
称
で
あ
り
、
そ
の
皇
太
后
の
金
璽
で
あ
る
こ
と
を
示

図 9　武帝孝陵墓誌蓋図 10　武徳皇后墓誌石
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す
。
ま
た
、
銅
製
帯
金
具
は
小
品
な
が
ら
も
パ
ル
メ
ッ
ト
や
鬼
面
を

配
し
、
か
つ
十
三
枚
の
円
孔
盤
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
っ
た
（
図

一
二
）。
こ
れ
は
宇
文
邕
す
な
わ
ち
北
周
武
帝
の
所
有
と
し
て
も
史

書
に
登
場
す
る
「
十
三
環
金
帯
」
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
発
掘

調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
そ
れ
は
金
製
で
は
な
く
青
銅
製
で
あ
っ
た
。

青
銅
鋳
造
品
は
、
当
時
の
貨
幣
が
青
銅
製
で
あ
る
よ
う
に
素
材
と
し

て
の
希
少
性
は
な
く
、
ま
た
技
術
的
に
も
比
較
的
単
純
な
製
作
工
程

に
よ
る
も
の
で
、
皇
帝
陵
に
伴
う
品
と
し
て
は
い
さ
さ
か
見
劣
り
が

す
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
史
書
に
記
す
通
り
金
帯
で
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
る
。
北
周
政
権
下
に
お
い
て
は
、
若
干
雲
の
よ
う
に
高
官
の

墓
か
ら
金
と
白
玉
に
よ
る
帯
金
具
が
出
土
し
て
い
る
（
図
一
三
）。

若
干
雲
墓
の
そ
れ
は
環
の
数
こ
そ
八
つ
と
少
な
い
も
の
の
、
材
質
と

図 11　武帝孝陵図

図 12　十三環銅帯（北周武帝孝陵出土）
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し
て
は
最
高
等
級
と
見
做
せ
る
。
あ

ら
た
め
て
北
周
武
帝
孝
陵
出
土
の
帯

金
具
を
み
る
と
、
十
三
環
を
そ
な
え

る
こ
と
で
格
式
と
し
て
は
皇
帝
級
で

あ
る
こ
と
を
堅
持
し
つ
つ
も
、
材
質

面
に
お
い
て
は
廉
価
に
お
さ
え
た
と

み
ら
れ
、
こ
れ
を
薄
葬
現
象
の
一
つ

と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
と
い
う
の
も
、
北
周
政
権
下
に
お

い
て
は
李
賢
墓
か
ら
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス

の
碗
や
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
あ
ら
わ
し

た
銀
製
鎏
金
瓶
が
出
土
し
た
り
、
田

弘
墓
に
お
い
て
大
量
の
金
彩
雲
母
片

や
圏
胎
漆
器
が
出
土
し
た
り
と
、
豪

奢
な
副
葬
品
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
北
周
武
帝
も
そ
う
し
た
品
を

入
手
し
、
副
葬
す
る
こ
と
は
可
能
な

時
代
と
地
位
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
周

武
帝
孝
陵
は
盗
掘
に
遇
っ
て
い
た

と
は
い
え
奢
侈
の
品
は
皆
無
で
あ
っ

た
。

（
二
）
遺
詔
・
墓
誌
・
副
葬
品

北
周
武
帝
孝
陵
の
副
葬
品
は
同
一
時
期
の
北
周
墓
の
そ
れ
と
比
較

し
て
も
抜
き
ん
で
た
要
素
が
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
廉
価
に
お
さ

え
よ
う
と
し
た
向
き
も
看
取
で
き
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
薄
葬
現
象
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
周
書
』
武
帝
紀
に
載
せ
る
武

帝
の
遺
詔
は
、

　

�

喪
事
資
用
，
須
使
儉
而
合
禮
，
墓
而
不
墳
，
自
古
通
典
。
隨
吉

即
葬
，
葬
訖
公
除
。
四
方
士
庶
，
各
三
日
哭
。
妃
嬪
以
下
無
子

者
，
悉
放
還
家
。（
喪
に
係
る
こ
と
は
す
べ
か
ら
く
倹
約
し
礼

の
っ
と
る
べ
き
で
あ
る
。
墓
に
墳
丘
を
設
け
な
い
の
は
古
来
典

籍
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
日
を
え
ら
ん
で
埋
葬
し
、
埋
葬
が

お
わ
れ
ば
平
時
に
復
せ
。四
方
の
士
庶
は
お
の
お
の
三
日
哭
し
、

妃
嬪
以
下
で
子
の
い
な
い
者
は
み
な
家
に
帰
る
よ
う
に
。）

と
し
て
、
墓
の
構
築
か
ら
一
連
の
葬
儀
に
至
る
ま
で
倹
約
し
、
か
つ

人
員
を
長
期
的
に
拘
束
し
な
い
よ
う
に
と
の
考
え
で
あ
り
、
武
帝
が

薄
葬
を
指
向
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
北
周
政
権
下
で
薄
葬

を
掲
げ
た
の
は
こ
の
第
三
代
皇
帝
で
あ
る
武
帝
だ
け
で
は
な
い
。『
周

書
』
帝
紀
第
四
・
明
帝
紀
に
お
い
て
は
、
第
二
代
皇
帝
で
あ
る
明
帝

も
ま
た
、
み
ず
か
ら
の
葬
儀
に
つ
い
て
簡
素
に
す
る
よ
う
指
示
し
た

内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

図 13　八環金玉帯（若干雲墓出土）
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�

喪
事
所
須
，
務
從
儉
約
，
斂
以
時
服
，
勿
使
有
金
玉
之
飾
。
若

以
禮
不
可
闕
，
皆
令
用
瓦
。
小
斂
訖
，
七
日
哭
。
文
武
百
官
各

權
辟
衰
麻
，
且
以
素
服
從
事
。
葬
日
，
選
擇
不
毛
之
地
，
因
地

勢
爲
墳
，
勿
封
勿
樹
。
且
厚
葬
傷
生
，
聖
人
所
誡
，
朕
既
服
膺

聖
人
之
敎
，
安
敢
違
之
。
凡
百
官
司
，
勿
異
朕
此
意
。（
喪
を

と
り
お
こ
な
う
に
際
し
て
は
つ
と
め
て
倹
約
と
せ
よ
。
斂
す
な

わ
ち
埋
葬
に
あ
っ
て
は
時
服
と
し
、
金
玉
の
飾
り
を
用
い
て
は

な
ら
な
い
。
礼
を
闕
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
み
な
瓦

す
な
わ
ち
素
焼
き
の
土
器
を
用
い
よ
。
小
斂
が
お
わ
れ
ば
七
日

哭
し
、文
武
百
官
は
お
の
お
の
衰
麻
す
な
わ
ち
喪
服
を
權
辟
し
、

か
つ
素
服
を
着
て
事
に
し
た
が
え
。
葬
日
、
不
毛
の
地
を
選
択

し
、
地
勢
を
そ
の
ま
ま
墳
丘
と
し
、
封
す
る
こ
と
な
く
樹
す
る

こ
と
な
か
れ
。
厚
葬
は
生
あ
る
者
を
傷
つ
け
る
行
為
で
あ
り
、

聖
人
が
戒
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
朕
は
す
で
に
聖
人
の
教
え
を

服
膺
す
な
わ
ち
心
に
刻
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
に
違
う
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
お
よ
そ
百
官
の
司
は
、
朕
の
こ
の
意
と
異
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。）

武
帝
と
同
様
、
墳
丘
を
も
た
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
亡

骸
に
は
時
服
を
着
せ
て
、
金
玉
の
飾
り
を
用
い
な
い
こ
と
、
副
葬
容

器
に
は
素
焼
き
の
土
器
を
用
い
る
こ
と
な
ど
、
お
お
む
ね
魏
王
曹
操

の
遺
令
に
通
じ
る
。
こ
の
う
ち
、「
瓦
」
す
な
わ
ち
素
焼
き
の
土
器

を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
北
周
政
権
下
に
お
い
て
は
五
七
〇
年

代
の
半
ば
頃
ま
で
の
高
位
高
官
墓
の
副
葬
容
器
は
お
お
む
ね
素
焼
き

の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

武
帝
孝
陵
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
と
ボ
ー
リ
ン
グ
探

査
の
結
果
、
墳
丘
や
陵
前
石
刻
お
よ
び
陵
寝
建
築
な
ど
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
北
周
政
権
下
に
お
い
て
は
、
田
弘
墓
な
ど
墳
丘
を
有
す

る
墓
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
武
帝
孝
陵
に
お
い
て
墳
丘
が
築
か
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
令
と
も
矛
盾
せ
ず
、
武
帝
の
葬
儀
は
遺
詔
に

基
づ
き
実
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
武
帝
孝
陵
に
墳
丘
が
な

か
っ
た
と
は
い
え
、
陵
園
に
は
な
に
が
し
か
の
標
識
は
あ
っ
た
と
み

な
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
武
帝
埋
葬
の
四
年
後
に
皇
后

阿
史
那
氏
を
追
葬
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

宇
文
倹
墓　

北
周
の
明
帝
や
武
帝
の
薄
葬
は
『
周
書
』
に
記
載
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、『
周
書
』
そ
れ
自
体
は
唐
の
太
宗
の
頃
の
編
纂

で
あ
る
。
こ
の
点
だ
け
で
も
、
考
古
資
料
と
史
書
と
の
突
合
せ
は
き

わ
め
て
慎
重
を
要
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
重
要
な
考
古
資
料
が
一
九
九
三
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
武
帝
の

弟
、
宇
文
倹
の
墓
で
あ
る
。
宇
文
倹
は
『
周
書
』
巻
一
三
列
伝
第
五

に
伝
が
あ
り
、
生
前
の
事
跡
を
詳
細
に
記
録
す
る
。
た
だ
そ
の
最
期

は
「
宣
政
元
年
二
月
薨
」
と
記
す
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ

て
宇
文
倹
墓
出
土
の
墓
誌
は
こ
の
最
期
に
つ
い
て
や
や
詳
し
い
（
図

一
四
）。
ま
ず
薨
去
の
時
期
と
場
所
に
関
し
て
は
「
建
徳
七
年
歳
次
、

戊
戌
二
月
五
日
癸
卯
、
寝
疾
薨
於
洛
陽
」
と
あ
る
。
宣
政
元
年
は
西

暦
換
算
で
五
七
八
年
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
三
月
よ
り
始
ま
る
。
二
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月
の
段
階
で
は
建
徳
七
年
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
墓
誌
の
記
述
は

よ
り
正
確
で
あ
る
。
墓
誌
は
続
い
て
、「
其
年
三
月
戊
辰
朔
十
七
日

甲
申
、
葬
於
雍
州
泾
陽
縣
西
郷
始
義
里
、
率
由
古
禮
不
封
不
樹
」
と
、

具
体
的
な
埋
葬
の
日
付
と
場
所
を
記
し
、「
古
礼
に
よ
り
封
ぜ
ず
樹

せ
ず
」
と
あ
る
。
副
葬
品
な
ど
、
墓
の
中
身
の
こ
と
ま
で
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
が
、「
不
封
不
樹
」
は
薄
葬
を
い
う
と
き
の
一
種
の
定

型
句
で
あ
り
、
そ
う
し
た
文
言
を
使
用
す
る
点
に
お
い
て
宇
文
倹
墓

に
も
ま
た
薄
葬
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

そ
れ
で
は
宇
文
倹
墓
の
出
土
品
を
見
て
み
よ
う
。
陶
俑
は
武
帝
孝

陵
や
李
賢
墓
は
も
と
よ
り
、
北
周
の
高
位
高
官
墓
と
遜
色
の
な
い

も
の
で
あ
る
。
た
だ
玉
璧
を
副
葬
す
る
点
は
注
目
に
値
す
る
（
図

一
五
）。
玉
璧
は
、
後
漢
時
代
頃
ま
で
は
上
流
層
の
副
葬
品
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漢
末
か
ら
三
国
に
か
け
て
は
ほ
ぼ

消
失
し
た
。
辛
う
じ
て
曹
操
高
陵
か
ら
小
ぶ
り
な
玉
璧
が
検
出
さ
れ

た
ほ
か
、
同
陵
や
西
朱
村
一
号
墓
、
曹
植
墓
な
ど
で
は
石
製
の
璧
が

用
い
ら
れ
て
い
た
。
璧
は
、
そ
の
後
の
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
副
葬

品
目
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
。
そ
れ
が
北
周
の
宇
文
倹
墓
に
お
い
て
復

活
を
み
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
種
の
復
古
現
象
と
み
な
せ
る
。

宇
文
倹
墓
の
玉
璧
が
北
周
期
の
製
作
で
あ
る
の
か
伝
世
品
で
あ
る
の

か
は
未
見
の
た
め
判
断
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
北
周
政
権

下
の
墓
制
に
お
い
て
は
薄
葬
の
み
な
ら
ず
復
古
現
象
も
見
い
だ
せ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
北
周
そ
れ
自
体
が
古
代
の
周
に
な
ら
っ
た

政
権
な
の
で
復
古
現
象
が
み
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
の
見
方
も

図 14　宇文倹墓誌図 15　玉璧（宇文倹墓出土）
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あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
北
周
の
高
位
高
官
墓
に
お
い
て

普
遍
的
に
こ
う
し
た
復
古
現
象
が
認
め
ら
れ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
実
際
に
は
こ
の
宇
文
倹
墓
以
外
の
北
周
墓
で
は
そ
う
し
た
現
象

を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
こ
こ
で
注
視
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た

復
古
現
象
が
東
魏
の
茹
茹
公
主
墓
や
北
斉
の
文
宣
帝
武
寧
陵
に
お
い

て
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
茹
茹
公
主
墓
か
ら
は
、
陶

鐘
が
十
二
口
、
陶
磬
が
九
枚
出
土
し
て
い
る
（
図
一
六
）。
文
宣
帝

武
寧
陵
か
ら
は
陶
鐘
が
三
十
三
口
、
陶
磬
が
二
十
一
枚
、
陶
製
の
鼎

二
十
口
と
漢
時
代
の
平
底
高
台
を
も
つ
長
頸
壺
の
よ
う
な
壺
が
二
合

出
土
し
て
い
る
（
図
一
七
）。
北
周
は
、
北
斉
を
併
呑
す
る
頃
か
ら

墓
制
の
な
か
に
北
斉
的
な
要
素
が
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
北
周
に
み

る
復
古
現
象
も
、
北
斉
と
の
政
治
的
駆
け
引
き
の
な
か
で
導
入
さ
れ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
北
周
政
権
下
の
薄
葬
と
厚
葬

漢
魏
以
来
、
薄
葬
の
基
本
理
念
は
、
玉
衣
を
廃
し
て
時
服
に
き
り

か
え
る
こ
と
。「
金
玉
珍
宝
」や「
金
玉
之
飾
」を
用
い
な
い
こ
と
。「
墳

丘
」
を
造
営
し
な
い
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
魏
武
王
曹
操

か
ら
魏
文
帝
曹
丕
へ
、
ま
た
北
周
明
帝
か
ら
武
帝
へ
と
い
っ
た
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
政
権
内
に
お
け
る
世
代
交
代
の
な
か
で
も
継
承
さ
れ

た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
曹
氏
に
お
い
て
は
曹
植
の
墓
も
や
は
り
き

わ
め
て
質
素
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
北
周
に
お
い
て
宇
文
倹
墓
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
施
策
は
政
権
を
主
導
す
る
帝
室

図 16　陶鐘・陶磬
（茹茹公主墓出土）

図 17　陶鼎・陶壺・陶鐘・陶磬
（文宣帝武寧陵出土）
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全
体
で
一
定
程
度
共
有
さ
れ
た
と
み
え
る
。
古
墓
の
発
掘
例
が
比
較

的
豊
富
な
北
周
墓
で
は
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
先
述
の
よ
う
に
李
賢
墓
で
は
銀
製
鎏
金
瓶
や
カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
な

ど
が
副
葬
さ
れ
、
田
弘
墓
で
は
、
金
彩
雲
母
が
墓
内
を
飾
り
、
墳
丘

を
有
し
て
い
た
。
田
弘
や
李
賢
に
み
る
豪
華
な
副
葬
品
や
墳
丘
の
存

在
か
ら
は
、
埋
葬
に
関
わ
る
一
切
が
中
央
政
府
の
管
理
下
に
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
個
人
や
一
族
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
部
分
も
あ
っ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
北
周
墓
の
発
掘
成
果
を

み
る
と
、
皇
帝
が
薄
葬
を
す
す
め
た
一
方
、
高
位
高
官
の
中
に
は
こ

れ
と
は
反
す
る
厚
葬
の
風
が
お
こ
っ
て
い
た
と
も
と
れ
る
。
北
周
が

勢
力
を
伸
長
す
る
な
か
、
緊
縮
体
制
が
弛
緩
し
て
い
く
様
を
示
す
の

だ
ろ
う
か
。

（
四
）
北
斉
墓
と
の
比
較
に
み
る
北
周
墓
の
特
質

北
斉
墓
は
河
北
省
邯
鄲
市
や
山
西
省
太
原
市
を
中
心
に
発
掘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
に
基
づ
く
と
、
北
魏
・
東
魏
・
西

魏
お
よ
び
北
斉
墓
に
お
い
て
は
、
墓
室
規
模
の
大
小
と
墓
主
の
等
級

と
が
一
定
程
度
の
相
関
性
を
有
す
る
。
北
周
墓
の
様
相
は
そ
れ
と
は

異
な
る
。
幅
広
い
階
層
の
墓
が
み
つ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も

の
の
、
皇
帝
と
臣
下
と
の
間
に
墓
室
規
模
に
お
い
て
明
確
な
差
は
な

い
。
な
お
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
北
魏
や
東
魏
・
北

斉
に
お
い
て
は
、
高
位
の
者
で
も
規
模
の
小
さ
な
墓
を
営
む
者
が
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
制
限
法
の
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
等
級
に
お
い
て
上
限
と
な
る
大
き
さ
は
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
墓
を
作
る
こ
と
は
特
に
問
題
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
埋
葬
制
度
に
み
る
北
斉
と
北

周
の
方
向
性
の
違
い
は
、
明
器
と
呼
ば
れ
る
器
物
類
や
俑
・
動
物
模

型
の
数
量
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
北
斉
陵
墓
に
お
い
て
は
、
高
位
の

者
ほ
ど
大
き
い
墓
を
造
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
明
器
も
多
く
副

葬
す
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
北
周
墓
に
お
い
て
は
明
器
の
量
に
も

個
別
の
墓
ご
と
の
差
は
北
斉
陵
墓
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
む
し
ろ
均

質
で
あ
る
。
北
斉
政
権
下
で
は
階
層
化
・
序
列
化
を
進
め
た
の
に
対

し
、
北
周
政
権
下
で
は
む
し
ろ
画
一
化
を
指
向
し
た
と
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

三　

隋
煬
帝
墓

（
一
）
概
要

北
周
の
後
半
期
に
は
、
皇
帝
が
推
進
し
た
薄
葬
が
上
流
層
に
滲
透

せ
ず
、
む
し
ろ
弛
緩
し
た
状
況
が
看
取
さ
れ
た
。
そ
れ
が
顕
著
な
の

は
五
七
〇
年
代
後
半
で
あ
り
、
そ
れ
は
五
七
七
年
に
北
周
が
北
斉
を

制
圧
し
、
華
北
を
平
定
し
た
時
期
と
重
な
る
。
北
周
の
命
脈
は
そ
の

後
長
く
は
続
か
ず
、
北
周
政
権
の
外
戚
か
ら
楊
氏
が
台
頭
し
て
隋
が

興
っ
た
。
隋
は
南
朝
の
陳
を
制
し
て
、
天
下
は
再
び
統
一
を
み
た
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
曹
操
高
陵
や
北
周
武
帝
は
、
い
わ
ば
国
葬
と
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し
て
時
宜
を
得
た
葬
儀
が
挙
行
さ
れ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
全
て
の
皇
帝

が
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
に
そ
の
典
型
と
も
い

え
る
隋
の
煬
帝
を
と
り
あ
げ
た
い
。
煬
帝
は
配
下
の
宇
文
化
及
の
反

乱
に
よ
っ
て
行
幸
先
の
揚
州
（
現
江
蘇
省
揚
州
市
）
で
崩
じ
、
急
場

し
の
ぎ
の
埋
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
史
書
は
伝
え
て
い
る
。そ
の
後
、

煬
帝
の
葬
地
は
数
度
に
わ
た
り
変
更
し
、
唐
の
貞
観
年
間
（
六
二
七

～
六
四
九
年
）
に
最
後
の
改
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
、

こ
の
最
後
の
埋
葬
地
が
江
蘇
省
揚
州
市
で
発
掘
さ
れ
た
。

隋
煬
帝
墓
は
江
蘇
省
揚
州
市
の
現
在
の
市
街
地
の
西
北
、
邗
江
区

西
湖
鎮
司
徒
村
曹
庄
組
の
建
設
現
場
で
み
つ
か
っ
た
。
宅
地
等
が
視

界
を
阻
み
地
勢
を
実
感
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
報
告
に
よ
れ

ば
当
地
は
高
台
を
な
し
、
地
元
で
は
「
後
頭
山
」
な
る
俗
称
が
あ
る

と
い
う
。
発
掘
時
は
東
西
四
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
八
メ
ー
ト
ル
の

ほ
ぼ
方
形
の
範
囲
で
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
墳
丘
が
遺
存
し
て
い

た
。墳

丘
は
平
面
方
形
で
内
部
は
版
築
と
し
、
外
部
は
版
築
工
法
に
は

拠
ら
ず
土
盛
り
に
よ
っ
て
封
土
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
方
墳
の
南

辺
中
央
に
墓
道
が
開
削
さ
れ
て
い
る
。
墓
道
は
下
降
し
な
が
ら
北
に

伸
び
、
墳
丘
の
中
心
や
や
前
寄
り
に
達
し
一
号
墓
室
を
構
築
し
て
い

る
。
墓
室
の
奥
壁
が
方
墳
の
東
西
中
軸
線
上
に
の
る
可
能
性
も
あ

る
。
こ
の
一
号
墓
室
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、
東
側
に
二
号
墓
室
を
構

築
し
て
い
る
。
一
号
墓
の
主
室
は
南
北
三
・
九
二
メ
ー
ト
ル
、
東
西

三
・
八
四
メ
ー
ト
ル
で
、
東
西
に
耳
室
を
も
つ
（
図
一
八
）。
こ
の
主

室
の
平
面
形
が
正
方
形
に
近
い
と
い
う
の
は
揚
州
地
区
の
隋
唐
墓
で

は
特
異
で
あ
る
。
同
地
で
は
両
晋
南
朝
か
ら
隋
唐
に
至
る
ま
で
、
一

貫
し
て
平
面
形
が
長
方
形
か
あ
る
い
は
胴
張
長
方
形
の
墓
室
が
主
流

だ
か
ら
で
あ
る
。
隋
煬
帝
墓
の
よ
う
な
正
方
形
規
格
は
同
地
の
伝
統

か
ら
は
出
現
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
華
北
の
北
朝
隋
唐
墓

の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

墓
誌　

隋
煬
帝
墓
か
ら
出
土
し
た
墓
誌
は
、
表
面
の
経
年
劣
化
が
激

し
く
全
文
の
釈
読
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
図
一
九
）。
た
だ
そ
う
し

た
な
か
で
も
次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
同
墓
が
隋
煬
帝
の
墓
で
あ
る
こ

と
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
氣
賀
澤
保
規
の
復
元
案
に
よ
り

み
て
い
こ
う
。

　

随
故
煬
帝
墓
誌

惟
随
大
業
十
四
年
太
歳
戊
寅
三
月
丙
午
朔
日
丙
辰
十

一
日
帝
崩
于
揚
州
江
都
宮
殿
（
温
室
）
…
…
…
…
殯

於
流
珠
堂
其
年
八
月
…
…
…

西
陵
荊
棘
蕪
叢
…
…
…

永
畢
蒼
悟
…
…
…

□
□
□
貞
観
九
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
月
丁

卯
朔
辛
卯
廿
五
日
…
…
…

改
葬
揚
州
…
…
…

□
禮
也
方
…
…
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隋
で
は
な
く
随
の
字
を
用
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
氣
賀
澤
は
高
橋

継
男
の
研
究
を
引
い
て
唐
太
宗
の
治
世
で
あ
る
貞
観
年
間
の
頃
に
隋

字
は
一
律
に
随
字
に
と
っ
て
か
わ
り
、
再
び
隋
字
を
用
い
る
の
は
唐

末
に
至
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
墓
誌
が
貞
観
年
間
に
作
ら
れ
た

こ
と
の
一
証
左
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
煬
帝
墓
誌
を
め
ぐ
っ
て
は
最
後
の
埋
葬
時
期
を
示
す
貞
観
年

が
元
年
な
の
か
九
年
で
あ
る
の
か
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
氣
賀
澤
は
判
読
可
能
な
文
字
列
か
ら
「
貞
観
〇
年
〇
〇
月

〇
〇
朔
辛
〇
〇
五
（
日
）」
で
あ
る
と
み
て
、
貞
観
元
年
に
は
こ
れ

に
対
応
す
る
暦
日
が
な
く
、
貞
観
九
年
に
は
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

貞
観
九
年
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
し
、
説
得
力
に
富
む
。

隋
煬
帝
は
、
六
一
六
年
に
江
都
に
行
幸
し
揚
州
江
都
宮
に
滞
在
し

た
。
翌
六
一
七
年
、李
淵
が
太
原
か
ら
兵
を
挙
げ
て
長
安
を
占
拠
し
、

恭
帝
楊
侑
を
擁
立
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
六
一
八
年
、『
隋
書
』

巻
四
・
煬
帝
紀
義
寧
二
年
条
に
よ
る
と
、
宇
文
化
及
の
反
乱
兵
ら
が

宮
闈
に
侵
入
し
、
煬
帝
は
「
温
室
」
で
弑
さ
れ
た
。
そ
し
て
蕭
后
と

宮
人
は
床
し
ょ
う
さ
く簀

を
剥
い
で
棺
と
し
埋
葬
し
た
と
い
う
。『
資
治
通
鑑
』

で
は
蕭
后
と
宮
人
ら
は
漆
床
板
を
剥
い
で
小
棺
と
し
、
西
院
流
珠
堂

に
埋
葬
し
た
と
す
る
。こ
こ
に
い
う
床
と
は
建
物
の
地
床
で
は
な
く
、

座
具
兼
寝
具
の
「
床
（
牀
）」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
六
一
八
年
に
は
、

江
都
の
西
の
「
呉
公
台
下
」
に
改
葬
し
、
六
二
二
年
に
は
雷
塘
に
改

葬
さ
れ
、
六
三
五
年
に
今
回
見
つ
か
っ
た
墓
へ
と
埋
葬
さ
れ
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

図 18　隋煬帝墓

図 19　隋煬帝墓誌
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十
三
環
金
玉
帯　

一
八
〇
件
ほ
ど
の
副

葬
品
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
の
が
こ
の

十
三
環
金
玉
帯
で
あ
る
（
図
二
〇
）。
こ

れ
は
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
北
周
の
若
干

雲
墓
か
ら
出
土
し
た
八
環
金
玉
帯
と
作

行
が
き
わ
め
て
近
く
、
両
者
は
同
一
工

房
の
作
と
み
な
し
得
る
。
た
だ
帯
鉤
部

に
は
型
式
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
製

作
時
期
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
隋
書
』
礼
儀
志
で
は
、
百
官
の
常

服
と
高
祖
の
朝
服
は
い
ず
れ
も
黄
袍
で

あ
る
が
、
た
だ
高
祖
に
あ
っ
て
は
十
三

環
の
帯
を
加
え
る
こ
と
で
も
っ
て
差
異

を
示
す
と
あ
る
。『
旧
唐
書
』
輿
服
志
、

『
新
唐
書
』
車
服
志
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記

載
が
あ
る
。『
周
書
』
李
穆
伝
に
は
、
天

子
の
服
制
で
あ
る
十
三
環
金
帯
を
楊
堅

に
献
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
北
周
武
帝
孝
陵
か

ら
は
十
三
環
銅
帯
が
出
土
し
て
お
り
、

十
三
環
帯
の
制
は
少
な
く
と
も
北
周
に

は
さ
か
の
ぼ
る
。『
周
書
』
巻
二
五
・
李

賢
伝
に
は
、
高
祖
が
竹
馬
の
友
で
あ
っ

た
李
賢
に
対
し
て
、

　

�

降
璽
書
勞
賢
，
賜
衣
一
襲
及
被
褥
，
并
御
所
服
十
三
環
金
帶
一

要
，中
廐
馬
一
匹
，金
裝
鞍
勒
，雜
綵
五
百
段
，銀
錢
一
萬
。（
璽

書
を
降
し
て
賢
を
労
い
、
衣
と
被
褥
を
賜
り
、
な
ら
び
に
御
服

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
十
三
環
金
帯
一
腰
、
中
厩
馬
一
匹
、
金
装

鞍
勒
す
な
わ
ち
金
銅
製
の
馬
具
、
雜
綵
五
百
段
、
銀
銭
一
萬
を

賜
る
。）

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
高
祖
す
な
わ
ち
北
周
武
帝
宇
文
邕
が
身
に
着
け

て
い
た
「
十
三
環
金
帯
」
な
る
も
の
が
、
李
賢
の
手
に
わ
た
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
李
賢
の
弟
で
あ
る
李
穆
に
つ
い
て
記
し
た

『
周
書
』
巻
三
〇
・
李
穆
伝
に
よ
る
と
、

　

�

乃
遣
使
謁
隋
文
帝
，
并
上
十
三
環
金
帶
，
蓋
天
子
之
服
也
，
以

微
申
其
意
。（
す
な
わ
ち
遣
使
し
て
隋
文
帝
に
謁
し
、
な
ら
び

に
十
三
環
金
帯
を
た
て
ま
つ
り
、「
け
だ
し
天
子
の
服
で
あ
る
。」

と
し
て
、
も
っ
て
微
し
て
そ
の
意
を
申
す
。）

と
あ
り
、
北
周
の
徳
が
衰
亡
し
た
と
み
た
李
穆
は
、
人
を
や
っ
て
隋

文
帝
す
な
わ
ち
楊
堅
に
十
三
環
金
帯
を
献
上
し
、
忠
心
を
示
し
た
。

『
隋
書
』
李
穆
伝
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
劉
思
哲
は
こ
う
し
た
十
三

環
金
帯
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
向
に
つ
い
て
、
出
土
資
料
と
し
て
の

図 20　十三環金玉帯（隋煬帝墓出土）
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十
三
環
金
玉
帯
の
形
態
的
特
徴
と
上
述
の
史
書
の
記
載
か
ら
、
同
品

が
北
周
武
帝
か
ら
李
賢
そ
し
て
李
穆
へ
。
李
穆
か
ら
隋
文
帝
そ
し
て

煬
帝
へ
と
渡
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、『
周
書
』
巻

四
〇
・
宇
文
孝
伝
に
よ
れ
ば
、
高
祖
は
宇
文
孝
に
も
「
十
三
環
金
帯
」

を
下
賜
し
て
い
る
。

獅
噛
鐶
座
金
具　

青
銅
鎏
金
の
金
具
で
、
輪
鐶
を
獅
子
が
く
わ
え

た
意
匠
で
あ
る
（
図
二
一
）。
南
北
朝
時
代
の
墓
で
は
墓
門
等
に
鉄

製
素
面
の
鐶
座
金
具
を
用
い
る
例
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と
く
ら
べ
る

と
、
隋
煬
帝
墓
出
土
例
の
面
径
二
六
㎝
は
破
格
で
あ
る
。
発
掘
報
告

は
、
こ
れ
は
唐
大
明
宮
か
ら
出
土
し
た
金
銅
製
鋪
首
と
同
寸
で
あ
る

と
し
、
隋
煬
帝
墓
に
お
い
て
は
耳
室
を
ふ
さ
ぐ
木
製
門
扉
に
用
い
ら

れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
こ
で
同
品
の
製
作
時
期
と
用
途
を
考
え

て
み
た
い
。
ま
ず
大
明
宮
出
土
の
も
の
は
獅
面
の
外
縁
が
円
盤
状
を

な
す
も
の
で
、
明
ら
か
な
後
続
型
式
と
し
て
扱
い
得
る
。
大
明
宮
出

土
例
の
年
代
の
上
限
は
造
営
開
始
の
六
三
四
年
で
あ
り
、
本
品
は
そ

れ
よ
り
も
遡
る
と
目
さ
れ
る
。
あ
ら
た
め
て
本
品
の
作
行
き
を
み
る

と
、
獅
子
の
輪
郭
を
そ
の
ま
ま
に
留
め
て
い
る
点
、
上
瞼
の
表
現
な

ど
に
時
代
的
な
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
は
河
南
省
安
陽
市
の
隋
墓
か
ら

出
土
し
た
陶
製
の
獅
面
と
共
通
す
る
。
隋
煬
帝
墓
出
土
の
獅
噛
鐶
座

金
具
は
、
隋
時
代
の
作
で
あ
り
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
頃
を

あ
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
用
途
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

安
陽
隋
墓
に
お
い
て
は
、
棺
の
小
口
面
に
あ
た
る
場
所
か
ら
出
土
し

て
い
る
。
棺
の
装
飾
と
し
て
獅
面
が
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
こ
う

し
た
事
例
は
唐
時
代
や
契
丹
時
代
の
棺
飾
に
も
認
め
ら
れ
る
。
安
陽

隋
墓
の
獅
面
は
、
そ
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

隋
煬
帝
墓
の
発
掘
報
告
で
は
、
こ
の
金
具
が
耳
室
の
門
扉
に
使
わ
れ

た
と
す
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
こ
の
よ
う
な
精
巧
な
金
具
を
耳
室
の

門
に
と
り
つ
け
た
例
は
な
い
。
そ
も
そ
も
耳
室
の
扉
に
金
具
を
取
り

付
け
る
事
例
自
体
を
知
ら
な
い
。
一
方
、
南
北
朝
か
ら
隋
時
代
に
お

い
て
は
、
墓
室
の
入
り
口
に
あ
た
る
墓
門
に
鐶
座
金
具
を
と
り
つ
け

る
例
が
あ
る
。
た
だ
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
数
は
二
個
で
足
り

る
わ
け
で
あ
り
、
隋
煬
帝
墓
か
ら
四
点
出
土
し
て
い
る
こ
と
の
説
明

が
つ
か
な
い
。
私
は
、
安
陽
隋
墓
の
よ
う
に
棺
の
装
飾
に
用
い
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
唐
や
契
丹
墓
の
棺
金
具
の
使
用
例
と
同
じ

く
、棺
の
小
口
面
で
は
な
く
長
側
板
に
と
り
つ
け
た
も
の
と
考
え
る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
隋
煬
帝
の
死
は
行
幸
先
で
の
不
慮
の
こ
と
で

あ
り
、
最
初
の
埋
葬
は
慌
た
だ
し
く
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
葬
具
と
し
て
こ
の
よ
う
な
金
具
を
準
備
で
き
た
と
は
考
え
が
た

く
、
煬
帝
が
最
期
を
迎
え
た
揚
州
の
江
都
宮
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の

を
、
棺
に
転
用
し
た
と
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
隋
煬
帝
墓
出
土
品
が
語
る
も
の

煬
帝
は
、
本
来
は
皇
帝
と
し
て
「
陵
」
に
埋
葬
さ
れ
る
べ
き
と
こ

ろ
、
出
土
し
た
墓
誌
の
記
述
は
「
墓
」
で
あ
っ
た
。
唐
朝
と
し
て
は

煬
帝
を
皇
帝
の
格
で
埋
葬
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
行
為
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
し
か
し
そ
う
し
た
な
か
で
も
墓
室
構
造
は
揚
州
の
在
地
色
の
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濃
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
西
安
近
郊
の
唐
の
皇
族
墓
な
ど
と
同

じ
方
形
基
調
で
あ
り
、
そ
の
構
造
も
整
っ
て
お
り
、
唐
の
貞
観
年
間

に
お
け
る
煬
帝
の
埋
葬
は
相
応
の
礼
を
も
っ
て
挙
行
さ
れ
た
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

十
三
環
金
玉
帯
に
は
、
北
周
か
ら
の
服
制
の
連
続
性
が
う
か
が
え

た
。
そ
こ
に
劉
思
哲
が
想
定
す
る
よ
う
な
帯
金
具
の
流
入
経
緯
が
あ

る
か
は
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
隋
煬
帝
墓
か
ら
十
三
環
金
玉
帯
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
北
周
武

帝
孝
陵
か
ら
出
土
し
た
帯
金
具
が
確
か
に
簡
素
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
煬
帝
墓
に
「
同
墳
異
穴
」
に
よ
り
埋
葬
さ
れ
た
蕭
后
の
墓

か
ら
は
、
編
鐘
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
礼
制
楽
器
で
あ

り
西
周
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
隆
盛
を
み
た
が
そ
の
後
は
少
な
く

と
も
現
象
面
に
お
い
て
は
下
火
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
何
ら

か
の
要
因
に
よ
っ
て
復
古
的
な
現
象
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
先

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
東
魏
の
茹
茹
公
主
墓
、
北
斉
の
文
宣
帝
武
寧

陵
、
北
周
の
宇
文
倹
墓
に
も
こ
う
し
た
復
古
的
な
現
象
が
う
か
が
え

た
。
ま
た
、
隋
の
元
威
夫
婦
墓
（
元
威
：
開
皇
十
一
年
葬
、
夫
人
仁

寿
于
氏
合
葬
）
か
ら
は
典
型
的
な
隋
式
鏡
の
一
つ
で
あ
る
四
神
方
鏡

に
「
永
和
元
年
三
月
壬
午
勅
勒
尚
方
」
で
は
じ
ま
る
銘
文
を
巡
ら
せ

て
い
た
（
図
二
二
）。
永
和
は
後
漢
順
帝
・
東
晋
穆
帝
・
後
秦
姚
泓

の
年
号
で
あ
る
が
、
尚
方
と
組
み
合
わ
せ
た
銘
文
は
漢
鏡
に
多
見
さ

れ
る
。
よ
っ
て
本
鏡
の
永
和
は
後
漢
の
年
号
と
み
な
さ
れ
、
本
品
は

図 21　獅噛鐶座金具
（隋煬帝墓出土）

図 22　漢の銘文を刻んだ隋鏡
（元威夫婦墓出土）
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一
種
の
倣
漢
隋
鏡
と
い
え
る
。
復
古
と
い
う
も
の
が
東
魏
・
北
斉
・

北
周
・
隋
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
継
承
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
各
政
権

が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
な
い
し
は
何
ら
か
の
意
図
に
よ
っ
て
採
用
し
た

の
か
。
今
後
追
及
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

漢
か
ら
隋
に
か
け
て
、
上
流
層
の
埋
葬
は
時
に
華
美
で
あ
り
、
時

に
質
素
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
面
で
薄
葬
や
厚
葬
と
い
う
枠
組
み
に

よ
っ
て
説
明
で
き
る
が
、
そ
の
実
態
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
社
会
や

政
局
の
安
定
度
合
い
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
埋
葬
制
度
は
薄

葬
と
厚
葬
と
の
間
で
揺
れ
動
き
、
ま
た
復
古
現
象
が
み
ら
れ
た
。
小

稿
は
こ
う
し
た
諸
相
の
一
端
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
各
時

期
の
考
古
学
的
事
象
を
掘
り
下
げ
る
な
か
で
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。
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